










おい　（蒐） 十i／i4i　i3i　20i　i／i　2i　i5i／i　2i／　　　 　　　　　　　斥おいか力漣る（兎屈）w　瞬ノ　　　　　　　　　　　．おいがよ i役／
おい　厩① i－　ii2iノ川　一　iii‘　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　I　　　　　　I　　　　l　　　　v　　　　v　　　　‘　　　　‘　　　　I　　　　I おし’がる　（え哩）　千二　　　i線！ おいかんだちめ（免上透抑）i沈ノ
おいおヒろふ　（柔裳）　千二 i　i　i2i　i2i　i　i　i　i　i　i／i　 　　　　　　　　　1おいき （先オ～） 　　 　 　i源2　　　　　　　　　　　‘おいぎつね（た狐） 　i矢1
お　し、　く　　づ’1ま　　る　　　（元宅究負）　　千　　二 iiiii／i／iiiiiii’　”　　‘　‘　　’　’　’　’　”　　｝　iおいご　（先御）コ　　　　i源1おいご乞　（％声）　　　　　　i才光／
おいプく　（％イ寸）糎 iiii／i　iiiiii／ii／お　し、　　さ　　ら　　1奮　3－　　　（　兎　）　　　◎　　　　　　　　i徒　　／おいじ†・（泥右）　　　i才／
おいびと（力人） ／－　iii3g一　一　一　一歌　　　　I　　　　l　　　　I　　　　l　　　　　　l　　　　‘　　　　L　　　　1　　　　じ　　　　l　　　　l　　　　I おいし　らふ　（老痴）　四　　　溺…7 おいT　ぐ　　（老過）　エ　ニ　　　　i¢角　’
おいぼふし　（尭ラ参師）　コ ／ii／iii6iiiiiiiiおいそけも　の　　（％退治）　　i喋　／ おいマ　（於）　句　　　　　　　i従2　　　　　　　　　　　さ





おきあかす　（起明）　慣 i　i　i　i　i　2i　i　i3i　i　i　i　iおいゆ く　　（えZラ）　田　　　　　　i房…2　　　　　　　　　　　… お　う　　（会欠字）　　〔プ也危〕　　　　　i万　2
おきあがる　（起L）頑 ll4；η批〆i］］21お　う　ちヤつう　　（応「良）　カ　　　　i従　／ おうる　千・　　　　　冴／
おきいつ’（起幽）　千二 l　l／l　l　l　512：21　1　1　1　1　：1　　　　φ　　　　5　　　　1　　　　1　　　　　　F　　　　I　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I おうわ（ぬ孝の　ヵ　　　　　i穴／　　　　　　　　　　　｜ お力’み（乖）　　　　　　i万1
おき　う　し　　（超憂）　形 i一一iii／ii／i一おかれ［さつ　（置果）　千二　　i三原／ おき（亨亀政）　　　　　　i徒／
おきかへゐ　（起亘）田 1　：　l　l　l　21　：　：21　1　1　1　1●　　　　‘　　　　l　　　　I　　　　‘　　　　　　I　　　　l　　　　l　　　　l　　　　l　　　　、　　　　1　　　　　　　　　　　‘ お　き　〃）η、　レ　ま　つ　　（起ロ月イそ）四i枕　／ おきあふ　（起敢）　下二　　　i‡忠〆
おきそ，1・（置糸）千二 ば1…／u∫｛u－u　　　　　　　　　　　1お、キ　あ　ま　る　　（置・余』）　四　　　　　iz足　／ おきおはします　（起荏）四じ原3　　　　　　　　　　　‘




おきつなみ　（フ甲波） ：　：　l　l　l　　l　l　l2：　：31　1　123‘　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　I　　　　　　　I　　　　　，　　　　　1　　　　　‘　　　　　I　　　　　I　　　　　‘　　　　　‘ おきそ　（息痛）　　　　　　；万／ おきそほる　（竃添）　四　　　i拾　／
〔注〕①「お、’や」と3ぺむ・
徒i方沃i更紫i源i枕i蜻i後i土i古i伊i竹i




おきな　（翁） ／ili3？i　i　i／6i2ili　i3i／i7i錬21　　　　　1　　　　　弓　　　　　I　　　　　l　　　　　　　l　　　　　I　　　　　‘　　　　　1　　　　　‘　　　　　‘　　　　　I　　　　　Iおきつ　　〔地狛〕 i吉／ おきつあ　り　そ　（膓中荒磯） i万／
おきなががは　（息長｝‘D iiiii／iiiiiiii〆おきついくり　（坤暗礁） i万／おきつかい　（ラ中檀） i才／
おきなさぷ　（翁）　エニ iiiiiiii／iii6i／おきつかピ　（ラ中風） i万3おきつかち（ラ中櫛） i万／
おきふし（起臥） iiiii8iiiii／iiiおきつかり　しま　（ラ中借鳥）i方　　　　　　　　　　1 ?おきつくに　（奥田） i万／






















おくやま（奥山） ／iii2ii十ii3iii力　i協’　’　’　’　’　　”　　｝　｝　l　l　i　lおきては（於）句 ｝源／ おきな　（置勿）　〔地名〕 i万／






おく　りもの　（贈物） i　i2i　iケi／字i　i　i　i　i　i　i　i、　　　　　、　　　　　、　　　　　、　　　　　、　　　　　　　、　　　　　L　　　　　、　　　　　、　　　　　、　　　　　．、　　　　　」　　　　　」 おきなぶ　（翁）　L二 i…原2お｛キなまろ　（翁丸） i沈／o
















おこおり　（9、、’〉） ノi　i／i　i　i2／i　i4i　i　i　i　i　iおくしがち　（臆）静勧コ ，i源2おくだかし　（脆高）形コ Iiラ原／
おこたる（乞）四 5i！i　2i／i／i　30i　3i　6i　i　i　i　i　iI　　　　　l　　　　　‘　　　　　I　　　　　I　　　　　　　■　　　　　1　　　　　．　　　　　．　　　　　，　　　　　1　　　　　●　　　　　・ おくっかrっ　（奥芳） i更／ おくつき　（奥淳城） i万8
おこなひ　（行） 2i／i3i3ii”i十i7iiiiii　　　　　　　　　　1おくつきどころ （奥ラ多城処）i万2おくプま（奥孕） ’i万／
おこなひがち（行勝）形動 ‘　　　　　．　　　　　．　　　　　．　　　　　l　　　　　　　l　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　，　　　　　‘　　　　　l　　　　　Il　l　l　l／1　21　1　1　1　1　1　1　1．llII‘‘．．．．IIおくど二（輿床） i万／おく　びやう　（膜病）　カ 汰／
おこなひつとむ　（行勤）　千二 ii／iii十iiiiiiiiおくふが　（奥深）　形勧 拓！ お　く　ま　く　　（奥82）　千　二 li万／



















おしいる　（押入）千二 　　　　i　l　’　i　l　l　iiiii／i4i5iiiii／iiおこなひくはふ　（行ガロ）千二i源　／ お二なひくらす　（行纂） 四i源／
おしかかる　（押掛）四 i　i　i／i　i／oi　2i　6i　i　i　i　i　i”　　‘　’　”　　‘　’　i　l　l　lおこなひさす． （行」L）四 1更／おこなひさら｝害ふ　（行） 　1緬i源／
おしカ’さぬ　（押玄）千二 …………2……1………………iおこびひさわぐ　（行騒の ????｜ おこなひな了　（行為）吟 i源／
おしη・へす（押返）口 ／i　i2i　i　i　6i　i　i　i　i　i　i　iおこなひなゐ　（行馴）　千二i源／ 　　　　　　　　　　1おこなひののしθ　（4了室）四i源　1
おしきる　（押切）　四 　　　　　　　　，　　　　viiiii　i／iliiiiiiおこなひはつ　（行果）　千二i源／ おこなひます　（行増）檀 i兎1
おしくだす　（押下）　⑮ i　i／i　i　i　21　i　i　i　i　i　i　i．，．．■ll，．シ1，1　　　　　　　　　　1お二なひみる （行見」） 工一i婿　／ おこなひやつる（行寧）千二1源／
おしこる　（押）疑⊃　四 iiliiili／i／iiiiiiおこなひやる　（行重）　四 i靖1おこなひゆく　（行往）　四 i従1
お　し・す「る　　（押榛）　w ／i　　i　　i　　i　／i　6i　2i　　i　　i　　i　　i　　i　　i’　‘　‘　‘　”　　‘　”　　l　l　‘　’ おこなひよわる　（行弱）　　　　　　　　　　1wi蜻1おこなひをさむ　（行ラ扮）rF乙i徒／
1
おし†ちれむ　（押畳）碑 i　i　i　i　i　3i／i　i　i　i　i　i　iおこり（起） i派1おジリ（縞・屠） i徒3
お　し　γ二　つ　　（キ甲立）　　・戸　二 ii／ii／i2iiiii　ii　i’　’　”　　l　　　　　　　　　　　　　lおニリあふ　（起含う　四 1源／おごワつひやす　（秀債） 慣i従／　1




おしつつむ　（押包）⑮ i　i　i　i　i　gi　2i　i　i　i　i　i　iI　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　I　　　　　l　　　　　l　　　　　I　　　　　Iおこりわプらふ　（起煩） 四i源1おさが（亀坂） i万／




おしなべマ　（才甲並）　副 2i　i　i　i　i2乎i午i　i4i　i　i／i　i2おし（唖） Ii源1おし　盛 ．i枕1
おしの　こふ　　（才甲才式り　四 i　i5i　i　i2¢　　i〆i　i　i　i　i　il　　　　　》　　　　　●　　　　　●　　　　　I　　　　　　　l　　　　　l　　　　　I　　　　　‘　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　I お　しあ［↑カミr二　（押9月ち「） i源／おしあてに　（推当）　副 i源2
おしは刀・り（推量） ／iiii／i3iiiiiiiiおしあはす　（押令づ　千二 Ii源／お　し　あ3・　（押偏〉〕　ロヨ li徒／
おしはかりごL　（権量） iiiii／i／iiiii－l　l　F　l　°　　シ　‘　‘　l　l　l　l　lおしあゆ（押鮎） i工2おしいだす　（押出）　四 i祝／
お　　し　｜才　力、　ゐ　　（推量）　　四 3i　　i　5i　／i　3i　9十i／Oi　7i　　i　　i　　i　　i　　iおしいりく　（押入来） 四i紫∫おしいる　（押入）　四 i源／














おしまうがす　（押円）　吟 iiiili／iiiiiiii’　’　’　”　　　1　’　i　l　l　l　lお し．さ　す　　（才甲立二）　曹 i更／おししプむ　（押沈）　下二 i源2
お　し　もノむ　　（押才柔）　四 ……………／…1…………1・□ おし　しぼむ　　（押季）　四 i※1お　し　　し　1ぎ　る　　（押絞）　　ロ9 瞬3
お　し　や　る　　（才甲遣）　國 i　i∫i　i　／i23i亨i　i　i　i　i　i　i’　’　’　”　　　1　1　i　i　l　l　lお　し　す　う　　（押据）　　千L　二 ｜瞬／ 　　　　　　　　　　1おしすりCどうかす（押摺斑）問i枕／
お　し　／っ　く　　（押分）　　〔F　二 　　　　　　　　　　　…iiiii／i／iiiiiii／お　し　そ　3・　（非甲添）　　丁：　二 i蜻／おし杉つ　（才甲江）　ロ i源伜
お　し　ε　る　　（押才ケ）　仰 i　i／i　i　i　4i　2i　i　i　i　i　i　i’　’　’　’　’　　’　’　’　”　　｝　i　iあLし†二ふす　（押倒）　四 ｝i枕／ コづ　し　r二　る　　（才甲玄〕　　千　二 Ii…原／
おす　（才甲）四 i　igi2i　i／9i3i　i　i／i／i　i　i2おしたるεの　（押麦小野）i万　／ おしで（押4） i源！
おそし（遁）形 3i　i4i　i2i／oi／2i　8i　2i　i2i／i　2i　4’　’　’　”　　　ぐ　”　　‘　”　　1　’おし　ヒビむ　（押止）　’千二 i源3おレレる　（押取）　四
???































おL　（音ハ 7i　3i　3i／タi／2i／／引37i36i〆9i　／i／8i十i十i5’　‘　’　」　’　　1　’　；　i　l　i　l　l　　　　　　　　　｜おちぐ1｝ （落栗）　　　 　　i源／　　　　　　　　　　　1おちこうT（怖困）サ叉コi源／
おLうヒ　（弟） 1　：　：　1／1／51μ　1　：　l　l　：　ll　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　I　　　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　I　　　　I　　　　　　　　　　‘　　　　．　　　　ヲ おう　そ　，3・　（昏シ条）　四　　　　　　i霧…　／ おううる　（落散）四　　　　i源3
おとぎきc旨聞） ii／iiiチiiiiiiii’　’　’　”　　　イ　’　”　　l　l　l　’おちつく（落為）四　　反1 おち　し　とごま　る　　（落留）　頃　　iシ彙　／
おししいる　（嘉入）　下二 iiiii／i4一　一　iii／おち1ズ　　（籍葉）　　　　　　　　　　i膓厚2おちばごろむ　（蒲・葉衣）　1後／
おLしめおもふ　（酸恩）⑮ iiii1川iiiiiiii　　　　　　　　　　　、おぢ1エばカ’ろ（怖惇）四　i源3おちぶる時零）千・　瞬1おヒす　（晃）⑮ 3i　i5ili、i27i3i／i　i　i　i2i／iおちまεひかしこまる（怖惑畏）四i枕／ おちまじふ　（落惑）　θ　　　i4影／
おどす（威）四 liiliii7i／iiiiiiiおぢまピふ　（怖惑）w　　　窃…／ おちみfど　う　　（落4し）　千　二　　i諺！　／









お　と　なお　と　なし　（大人大1人）折多 iiii／i／5iiiiiiiilIll‘IFll．．1．おど’しし㌧3・　（夙言）　⑰9 冷／ お　と　レ　お　く　　（嘉・置）　四 i源3
」づ　Lな　し　　（普r照）　　〔力也危〕 iiiii3i／iiiiiiiまブ　L　しカミヒ「　（落曇≧） i劇おどしぐさ　（威縁） 瞬／
お　と　な　し　　（ナミ人）　形 5i　i2i／i／i／gi　i／i　i　i　i　i　i‘Iil‘v‘lI‘‘‘Lおヒ　Lだね　（舟胤） i蜻1お　L　し　む　　（口乏）　千　二 i源12




おとは（音ヨ幻 i　i　i　i　i　／i　i　i2i　i午i　i　ilI‘‘1‘1Llllイ1おヒづ’れやる　（訪遣）⑮ 隊1おしブれよる　（訪寄）　ロ9 i源／
おとはやま　（吾羽山） i／iiii　iii／ii但　iiおしつ”」久わたる　（訪渡） 四i源／1 おヒレき”み　（＃」弟）
???












おどうおどろし　（驚驚）形 　　　　　　　　　　　‘／ii6ii5i6デigi5iiiii／iおヒなびものす　（大人）サ曳i源／ おヒはがは　（昔羽川） i右1
おどろおどうしげ　形勧 iiiiii／ili］iiiおとはる（z老一） i穴1おLひおヒめ　（弟日セ葺）（人危〕ヒ万／1
おどろかす　（鷲）四 i　i／i　i／i3アi　2i　6i／i／i　i　i　iおしみや（弟熔） i太1おとりざ’≠　（％樽） i源3
おどろきさわぐ　（驚騒）　四 iiliii3iiliiiiii’　　V　　l　　l　　l　　l　　斥　　l　　l　　l　　l　　i　　lおとりばら　（％腹） i揚3おし　りまかゐ　（劣罷）　頃 畑／
おビろく〔驚）四 ／i、／i／6i　5i／iデOi／6i／2i　2i／i　2i　2i　i／お　と　　り　も　て　ゆ　く　　（彩行） ●i枕／おビ’うかしがほ　（鷲顔）形勧i源／
おとうふ　（蒙）千二 5i／i2i　i2i2gi　i　i　i　ili！i　i／’　”　　‘　’　　’　’　’　”　　1　’　1おどろきあざむ（鷲逐）四i更ノ おどろきおくす（鷲脆）校コ瞬1









おのがじし　副 i　i　i　i3i　2タi　i3i　i　i　i　i　i／l　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　‘　　　　　，　　　　　1 おLろへまさる　（蓑勝） 声i源ノ お｜こがみ（鬼ネヲ） i湯5
おのつ「カ、ら　（自）　副 ／2i　5i／7i　6i8i203i／7i　i　i／i　i　i　i／おヒし （鬼）杉 i源／お　1こ　と　こ　ろ　　（鬼野克） ；枕／
おのれ　（乙） 33i／i／5i／i　i27i　6i／i　2i　2i／i　i／i　3111111111‘．Ilおにぴやうぶ　（鬼所風） コ腕1おにやらひ　（i皇髄） i塙1
おばさうず　（狂）．サ曳 i　i／i　i　i　2i　i　i　i　i　i　i　iおにわらは　（鬼重） i枕1おにわらび　（鬼蕨） li手氾／
おはさふ（柾）慣 ii／iii／iiiiiiii■　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　　　‘　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　●　　　　　曽 おのプま（乙孝） i方6おのとレおのや　　句 i万／
お　1ま　し　つ　く　　（オ元．着　）　　● ii／iii！6iiiiiiiiお1ま’（祖母） i源2おばおとど　（祖●御） iラ原3
．おはし　どこ　ろ　（荏酋「） i川　川　／iiiiiiい■　　　　　‘　　　　　‘　　　　　I　　　　　I　　　　　　　I　　　　　l　　　　　■　　　　　■　　　　　■　　　　　l　　　　　l おはぎ（戎蕩） 渇ノ お】ズぎみ　（祖母塔） i源2
おは、しましつく　（柾着）四 ……3………5…2…／……………iおに〔し　あつ　ま　る　　（オ重集） 遠i源l　I おはしあふ　（在合）四 i別
























おひさく　（立避）　千二 iiiiililiiiiiiiおはしましまぎらはす（在紛1）四i湯…／ おIZ　し　ま　し　よ　　う　　（在身） 慣i源／
おひしげる　（生残）　四 iii／iii／ii／ii／iiiおは　し　ゐ　る　　（在居）　」二．　一 i源／おばす了（姥柔） i後2
おひそふ　（生ラ条）　惚 おぽみや　（祖竜曽） i森∫お1‡らき　（？） 耽／
おひ・そむ　（生初）千二 iiiii／ii／iiiiii’　　’　　’　　’　　”　　‘　　‘　　‘　　1　　’　　‘　　’おひあがろ　（生上）● i枷おひいで（生出）
????
おび巨ちし　（粟多）　r⑰ i3i4iii　iiiiiiiiおひいで’く　（生出釆）　力幻ち ?おひ　う　つ　　（追条）　　千　乙 i停∫
おひたつ　（生立）四 一／lu5㍍一㍍；iおびえまどふ　（怯惑）w i枕／おひおひに　（追追）　副
????
おひつぐ　（生継）ゆ iiiiii／iiii－i／おひおろす　（ユ旦千）　四 ??? おひカ、せ三よ　う　し、（ユ隻」頂し〕手】危）コi篠＿　／
〔注〕①鰺止馴3四’如二い川二・
徒i方i大i更i紫i源i枕i蜻i後i土i古1伊i竹i




おひののしゐ　（追喧）　四 iiiii2ii／iiiiilおひさがり　（生千） i※∫ おひさ”ま　（生様） i源／
おひはじむ　（生始）　千二 iiiii／i／iiiiiiiお　ひ　し　く　　（生及）　四 i万2おひ　しく　　（追及）　四 li万／




おふ（追）⑮ 4ii2i3ii／6igigii6iiii7おひちらす　（追散）四 i蜻5おひつ力・ぱす　（追重）　、卿 i枕ノ
お，3・（負）の 2i　i4i／i　i33i彩　／i　6i／i　2i　6i　i30おひつぎかく　（追次書） ㊨i源1おひつく　（生イす）慣 悌／




















おほうみ（穴海） 　　　　　　　　　I　　　　I　　　　I　　　　Ii　i　i　i3i　2i／i／i　i　i　i　i　i〃おびゐ 千二 i源2おひわかゐ　（生別）　千二 i糠／
お1ぎL（覚）・ 3i　i〃i　2i　i／6莞　8i　／i　i　i　i　i　iおひ乞をる　（生挽り　慣 i才1おふさ　　（地危戊 1膨！



















おほきさ　（尺） ii／iii十i／iiiii3i2おほう”ちやま　（ス内㊤） ＄i源2おほうへ（大」⇒ ・i源2
おほきさい　（穴后）
i　i　i　i　i　2i　i　i　i　i　i　／i　iI　　　　　‘　　　　　1　　　　　‘　　　　　‘　　　　　　　I　　　　　l　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　．　　　　　‘ おほうま　（犬杉馬）（女虜危〕コi※／ おほう　ら†ちぬ　（穴痛田ラ召）i「万／
おほきさき　（穴后） ii3iii！Oiiiiiiiiおほえ　（犬ら工）　　〔人多〕 i穴！ おほし　　（大シエ）　　（プ也危フ li方／














おほこゑ（穴声） iiiii／iiii／iiiiおほかはみプ　（穴川水） i…原／おほかはよど　（穴川淀） i才／
おほし　（多）わ 80igi53i8i20i566iカi3磐　9i4i2i6i7i4おほかはらけ　（犬土器） コiた／1 おほかみ（穴棚
???


















チうlr‡1し　カ、ま，3・　（思楕）　千　二 i』　　i　／i　　i　　i　　6i　　i　　i　　i　　i　　i　　i　　iおほくら　（巨椋） i万／おほくら　（尺蔵） i湯3
おぼしくづほる　（毘頽）千二 i　i2i　i　i　2｝　i　i　i　i　i　i　iおほぐろ（犬罵う i万2おほげ『　（多）　〒移勤 i源／












おぼレつづ’く　（毘続）千二 ii／iiiタgiiiiiI　　　　　‘　　　　　■　　　　　曽　　　　　l　　　　　　　I　　　　　l　　　　　l　　　　　‘　　　　　1 iii‘　　　　l　　　　l おぽ’しあがす　（匙明）　■ i源十おぼしあがむ　O忍崇）　千二i源／





お　1ぎ　し　なス「　　（毘為り　　四 i　　i　／i　　i　　i32i　　i　／i　　i　　i”　　‘　”　　　1　1　”　　1 iii’　1　弓 おぼしあらそ・3・　（思号） 四i源1お1ヂレあわつ　（思「rえ）　下　二i源2
お［奮しな　らふ　　（足1貫）　ロ9 ii／ii／i／ii、iiii おぼレあんず（恩案）サ叡コi大11 お1ぎし　い　そ　ぐ　　（是急）　四 i剰1
お1ざレなゐ　（児《）　四 i噛i3iii傾　iiiiI　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　‘　　　　　　　I　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　‘ iii‘　　　　I　　　　I おぼしいたつく　（毘労り四i源2お　1奮し　し、†二　る　　（思　至）　　ロ i源テ
おぼしの牝まふ　（毘宣）　四 iiii／i67i／iiiii おぼしいヒなむ　O忍熔） 四i源亨　1 　　　　　　　　　　　1お1奮レし、ら　る　　（用』鳥、）　下　二；源　6」





お1ア　しみ†膓　る　　（巴多し）　千　二 iiiii48i／iliii■　　　　‘　　　　‘　　　　s　　　　■ iiiおぼしうたがふ　（思疑） wi源6おぼしうプもる　O忍埋）下二1ラ原／
おばしみる　（思見）　工一 　　　　　’　l　l　l　liiiii／ii／iiii　i　li お1ぎしうつろふ　（思移）ρi源／， おぼしうとむ　（恩疎）田 i糠5
おぽ’しめしいブ　O琶召出）下二 ii3iii／i／iiii‘　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l iii　　… おぼしう・んず（毘倦）サ幻源1おぽレえらぶ　（恩選）皿 1梁1
お！習し　めしよ　ゐ　（恩呂寄）　四 　　　　　l　l　l　　　iiigiiiliiiiii　liiiお1奮しおきつ　（毘提）　下二i源39お1奮’レおこす　（恩起）　四 i源6






おぽしゆゐす　（思借）活 ii／iii〃iiiii↓　”　　‘　’　　1　”　　‘　1iiil　l　lおげしおはしzす　（毘在）田i竹／　　　　　　　　　　　1おぽしおぽほる 〔思↓弱）下二 源／
1
おぽしよる　（思イ衣）　碑 ／：　：5：　：　：62：　：2：　：　：‘　　　　　‘　　　　　l　　　　　I　　　　　び　　　　　　　1　　　　　‘　　　　　I　　　　　I　　　　　I 1　：　ll　　　　l　　　　I おぼしかしプく　（馴卑） 四iラ原6お1奮しかずまふ　（毘・数）千二i源5
おぽレわく　（思分）四 iii／ii／8i／iiiiI　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　　　I　　　　　l　　　　　l　　　　　I　　　　　I i－‘　i　’ おぽ’しか1客す　（恩克）　四 悌2おぽ’しカ、1才る　　（更』曳）　ロ9 濠2
おぽしわする　（●．孝八ンハ⊃）千二 lllll／311／lllI　　　　　‘　　　　　l　　　　　l　　　　　I　　　　　　　I　　　　　l　　　　　’　　　　　・　　　　　1 ：　l　ll　　　　l　　　　． おぽしかへさふ　（毘返） 慣i涙∫おげしかへりみる　（思扉）虹一i源／
お1奮　し　9っづら　，3・　（思煩）　四 i　i　i　i　i22i　／i　i　i　il　　　　　．　　　　　‘　　　　　l　　　　　I　　　　　　　l　　　　　l　　　　　シ　　　　　．　　　　　‘ iilil　　　　‘　　　　1 おぼしかへろ　（毘返）●
???
おげしがほ　（思腹）形釦 i馴
おほT　（生）ロ i　i2i　i／i　　i／i　i　i　i：ll21　　　　．　　　　1 お1奮しき　くト〔す　　（毘兆）　四 i源1おほしきぶ　（人式者P）　コ 螺3












おほピごと　（仰・多） ／i　　i　7i　　i　　i　37i～6i　仁i　　i　　i　　i　　i　8iおぽレこのむ　（毘セ｝）四 i森1お1ぎし　こ　る　　（毘懲）　よ、二 i源4
お　IZ　ぞ　う　　（敷1召向）　　獅’カ iiii／i〆Oiiliiiiiiお［奮しさ　だ　ま　る　　（思定） 四i涙1コ弓［奮レ　ミ「　ま　す　　（思醒）　厄ρ i源2
おほぞら（尺空） iiiii5ii3iφi＋ii／i／おぼししづまる　（恩鍾） 四i源2おげししブむ　（思沈）　w 漂8
おほγ・カ・（八叱） ／iiiii　iiiiii／ii・おぼし　しつむ　（恩鎮）　下二i源’01 お1ぎレ　しのぶ　　（思忍び　ロg
???
おほち　（穴路） 与iiloi／ii8i6iliiiii’　　　　　‘　　　　　I　　　　　I　　　　　び　　　　　　　l　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　I　　　　　l　　　　　，　　　　　■i2お1ぎし　しむ　　（毘染）　恒 i源ヲおぼ〉ししむ　（恩染）　千二 i源2
おほ吟（組父） 1　：32：　1　：　21　1　：　l　l　l／l　l「　　　　，　　　　．　　　　．　　　　’　　　　　・　　　　‘　　　　　　　，　　　　‘　　　　　　　　　I　　　　I　　　　　　　　　　　I　　　　l お1ぎレ　レ　らす　　（毘辰ワ）　千　二i…療2? お1ぎし　し　り　1∫つ　（更』※り※2千二己原　／?














おほとなぶら　（犬殿油） ii／iii／6i6iiiiiiiお1…ビ　し　つ　カ、3・　（恩イ吏＿）　　四 ｜i源2おばしつく　（毘イ寸）四 i源2
おほしの　（六殿） 　　　　　　　1　　　　1　　　　．　　　　I　　　　I　　　　Ii　i　li　i　i22i／i　／i　i　i　i　i　i8お 1ナし　つ　つ　む　　（思慎）　　四 i源7おぽレつむ　（隠詰）　千二 i源2
おほとのこ毛！る　（犬殿籠）四 ii2ii2i37i垣i］／iiお1奮　し　つ　よ　る　　（毘多曇）　四 1・厚2おぼしとぐ　（毘遂）　千二 i源／
おほヒ杉（人伴） i　i4i　i　i　　i　i　i　i　i　i　i5i／7おぼししどこほろ　（毘滞）四i源5おぽレLどむ　（恩メヒ）　下二i源〃
おほヒリ（穴鳥） ii／ii－iiiiiii2お1蓼し　と．ま　る　（思ユヒ」）　百 に おぼしとむ　（毘｛⑨）　下二 i湯1
お1ピしろ　（糺）千二 　　　　　　　　　，i　i i　i i　2i／i　i　i　i　i　i　iおぽ’し　と　ゐ　　（毘頁又）　、汐 i源7お1奮レ　亨　力く可　　（恩流）　ロタ i源／
おほなおほな　副 iiiii7ii／iiiiii　　　　　　　　　　　1おほしなぐさむ （思慰） 四じ原∫　1 　　　　　　　　　　　1お1アしなぐさむ　（思慰）下二i沸3
おほぬさ　（穴幣） iiiiiiiiii3iΣiiおぽしなずらふ　（思準）千二i源4お1奮し　なだ　う　む　　（思） 下二涛’
おほの　（犬野） i　　i　　i　　i　　i　　／i　　i　　i　　l　　i　　i　　i　　i7おぼしなびく　（思扉〕　四 i源7おぼしなほす　（思直）宙 i糾
おほ1‡ら　（穴原） ／iiiiiiii／ii／i2ii3おぽしなほろ　（毘直）四 擁■ おぼしなやみそむ0巳悩初）下二i豫1




































おも　（面） iiii十i35iヶi仔i∫－3i／i／i／おほす1†（穴輪） ??? おほピおく　（仰置）四 i源2




おレカ・げ（面寮勾 ／i　i　i／i／i33i　i　i31　i2i　3i　i’3‘　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　l　　　　　　　l　　　　　l　　　　　L　　　　　‘　　　　　L　　　　　‘　　　　　I　　　　　Iおほた　（入田）　〔姥る〕 i源／おほ巨ぎ　（大滝）　（地危〕 i万／
おもがはハ　（面更） i　i　i　i　i　4i　i　i　i　i　i　i　i2おほち（尺鈎） iエ／　　　　　　　　　　　1おほ■おほいどの（祖父犬殿）：犬／
1














おむてぶせ　（面伏） 1：：：17：31111111、　　　　‘　　1　　　　‘　　　　1　　　　　　‘　　　　　　I　　　　I　　　　　　　　I　　　　I　　　　　　　　　　I　　　　‘　　　　　　　　　　　　1 おほと⑳こも　りお1才レますi枕2｜ おほとのこもり　く　らす （穴i源／　｜
おむと（御許） i　i／i　i／oi　25i　5i　2i　i　i　i　i　i‘　’　”　　‘　　1　；　i　i　i　l　l　i（大殿乖在）口 i 殿籠喜）口 i
おむじ（重荷） ：ll：：　：：1／ll／lll．　　　　‘　　　　‘　　　　I　　　　f　　　　　　l　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l　　　　l　　　　「 おほヒのこも　9すぐ’す （穴i源2　： おほLのぽら　（犬殿腹） i源／




お右はぷ　（田、’u）　千二 ii－ii／iiiiiiiノおほなわ1二　句 「???? おほなゐ（犬地震） iカ2
おしひ　（恩） 　　　　　　　　I　　　　　　　　　I5i午i 4i仁i／i／56i i／Oi40i　2i25i　7i　5i2おほに　（穴）副 i万／おほにふだうどの（穴入・遭レ殿洞大〃
おもひあかす　（思明）四 iiiii8i／i／iiiiiiおほぬし　（穴主） i万／おlaぬすびと　（穴盗人）
???
おむひあつかふ　（思扱）四 ：　　：　／1　　：　　：／7：　　：　　；　　1　　：　　：　　：　　：l　　　　l　　　　l　　　　，　　　　l　　　　　　I　　　　）　　　　L　　　　l　　　　l　　　　I　　　　I　　　　I おほね（犬才艮） 池1お1まのか　（穴）形動 i枕／
おもひあつむ　（思集）　千二 一一i31i／i－iiiおほの　がはら　（八野）・1原）i万　ノ1 おほの●　（穴野路）
???





おもひあふ　（思合）　四 iiliii8ii／i／－iiiお1穿1ゴ（祖母） i太／おほば二　（大乗チ） i蜻ノ
〔注〕
徒i方i大i更i紫i源i枕i蜻i後i土i古i伊i竹i




おもひいく　（思行）　四 一iiii／i2iiiiiiおほひく　（覆来）・ガ史 i万／おほひぢハき　（穴策）コ i源1
おもひいれる　（思至）四 iiiii5『ii／iiliiiおほひつかさ　（入炊寮） i柏おほひてんわう（大炊天皇）コi入／
．
おfノひいプ　（思出）　千二 5i　i4i／7i　3i2臼〃i／タi〃i　5F　5i　4i／i5おIZひどのL　　　　　I　　　　　‘　　　　　1　　　　　L　　　　　　　⑯　　　　　l　　　　　I　　　　　l　　　　　‘　　　　　‘　　　　　‘　　　　　F （犬炊殿） i源／おほひ［ゴ（覆4司） iフテ／
おCひいで　（思出） ／i　i／i　i2i　5i／i／i／i　l2i　i　iお1まひKやま　（大比礼山）i批／? おほほし（穣）形 i万’9
おもひいる（鳥入）四 iiii／i／5i／i5i／｝］／iiおぼ1ヨす（恩）四 i蜻／おぼほれあ・3・（溺含）　四 i…藏／















おもひおくる　（思後）　千二 一一ノi2iiiiiiiiおほみなヒ　（穴湊） i工4おほみねどほり　（犬峰蓮） Ii蜻／








おもひカ、力、ゐ　（恩掛）　吟 　　　　　　　　　‘　　　　Iiiiii／i／iiiiiiiおほみ二ゆき　（大行幸） i伊2おほみよ　（尺御世） i万／
おもひ0、く　（毘掛）千二 2ii”i3i2i33i7i8i3ii／i3iiおほみわ　（犬神） i万1おほもく　（穴未工）　コ
????
おもひカ’しプ〈　（思傅）四 i　i2i　2i　i／午l　i　i　i　i　i　i　iおほや　（穴象）　〔地ろ〕 i〔万／ おほやう　（八梯）　副コ i徒3
おもひかぬ　O＆禿塩）　千二 一i…1－i…iii／oおほやうげ　（財工）彩勧コi枕／ おほやけ　（八宅）　〔人舟戊 li入1








おもひく　（馳釆）　力史 i　i　i　i　i　i　i　i’i　i！i　i　i2おほやけわの　（公物） i人1おほやけわざ　（公亭） i剰




おもひくらす　（思碁）　四 i　i　i　i　i　∫i　i2i　i　i　i　i　i2．　　　　　1　　　　　‘　　　　　‘　　　　　I　　　　　　　I　　　　　．　　　　　‘　　　　　．　　　　　．　　　　　．　　　　　■　　　　　． お　1∂や　iま　と　　（穴　日　孝～・） i万1おほやまもり　（大山守） 悌ノ
お右ひくらぶ　（毘比）下二 ’iiiii／5iiliiiiiiおほゆき　（八雪） i万3おほよど　（穴淀） iイア3
おもひくんず　（毘屈）　サ更コ i　i　i／i　i　2i／i　i　i　i　i　i　i‘　’　’　”　　　‘　l　l　l　l　l　l　lおほろがに　（凡）副 i『万7おぼろづき　（月驚月） i徒／
お右ひこがる　（毘焦）　千二 iiiii／iiiliiiiiおぼろづきよ　（脆月夜） i源3おほわ　（穴輪）　〔惰の名］1
??
おむひこ　る　O巳懲）　エニ i　i　i　i　i　2i　i　i／i　i　i　i　iI　　　　　I　　　　　‘　　　　　I　　　　　I　　　　　　　■　　　　　■　　　　　1　　　　　’　　　　　1　　　　　‘　　　　　1　　　　　‘ おほわだ（尺曲） i万／ おほわだ　（入4ロ田） 〔’巴危〕i万1
おもひさだむ　（xも定）　千二 ∫i／i／i　i　i17i　i2i　i　i　i　i2iおほゐぐさ　（大蘭阜） i万1お1ま　ε　そ　ど　つ　　（六L嘘鳥） i万／





おもひしのぶ　（恩忍）　四 一　i－　li－1一　一　i’　’　’　’　’　　’　　　”　　1　　　｝　i おみまろ　（竜美麿） i犬1おむな（遁） iス「／
おもひしむ　（思染）　w 　　　　　　l　　　　　　li　　i　　i　　i　／i　’7i　2i　　i　　i　　i　　i　　i　　iおむろ（御室） i彼，1おめがはり　（面支） 〔東語〕i万1
おもひしむ　（思染）　千二 iiiii3i／iiiiiiiおめほと　（恩）　句　〔索語フi万｝　／ おも　（母） i万5
た｝もひしる　（毘・※ロ）　恒 　　　　1　　　　　、　1　．　I　I　I4iii3i乎i／3／i4i6i3ii亨i／iiお　も　ヵX　く　す　　（預ラ隠）　　ロ2 i源1おもかた（面形） i万2
おもひす　ぐす　（思過）　四 iiiii4ii／iiiiii’’　’　’　’　’　　”　　‘　‘　l　l　i　iおもさ（壷） ｜i源∫ おもし　（重） i源／











おむひちつ　（毘iL）四 41　1／121　1331／；／21　1　1／；　；　；I　　　　V　　　　I　　　　I　　　　I　　　　　．　　　　‘　　　　l　　　　　　　　l　　　　I　　　　　　　　　　l　　　　l　　　　．おものちな　（御膳棚） i枕／おもはし　（毘）形 i枕1
おむひEど’る　（毘泌L）　四 iiiii5i／i｝iiiii　　　　　　　　　　　1おもひあかしくらす（更明嘉）四 源　／． おもひあがろ　o巳上）田
???
































おんひなほる　（思直）・9 i　i　i　i　i　3i／i　2i　i　i　i　i　iおも　ひおごる　　（思縞）　回 i源／おもひおどゐ　（毘％）’ i源／

















おもひはなつ　（恩放）四 ll：：1／8：／1’lllll：S　　　　l　　　　l　　　　l　　　　，　　　　　l　　　　I　　　　I　　　　l　　　　I　　　　l　　　　　　　　　　　「　　　　‘ おもひくす　（是屈）rr更コi源6おもひくちす　（恩朽）四 i源2
おもひはなる　（思離）千二 i　i　i　i　iヲ3i　i2i∫i　ili　i　i‘　　　　I　　　　I　　　　‘　　　　I　　　　　I　　　　‘　　　　l　　　　v　　　　η　　　　．　　　　‘　　　　’ おもひくだす　（毘下）ヴ i従1おしひくだる　（思千）四 i源／
おもひふ了　（是臥）四 ：1：ll51／13111：：：■　　　　■　　　　．　　　　■　　　　■　　　　　　，　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　l　　　　．　　　　． おtノひ　く　づ1ま　る　　（思頽）下二i元原2おむひく1まだつ　（恩企）千二i源／
おむひまうく　（毘設）　千二 i　i　i　i　i　5i　2i　’i　i　i　i　l　il　　　　I　　　　I　　　　I　　　　I　　　　　I　　　　‘　　　　l　　　　I　　　　．　　　　，　　　　‘　　　　1 　　　　　　　　　　　1おもひく　はこふ （竃カロ） 千二 ラ原　1
1
おもひくゆ　（毘悔）　エニ i万／









おもひまはす　（思廻）四 li㍍ば＋i／i㍑i㍑おもひこころみる（罵試）上弓紫 ?おもひこのむ　（思好♪四 ※／
おむひみだる　（恩6し）　千二 ／iiii／i8／i3i6i3ii司　ii／6おむひこふ　（思絶）上二 i万3おもひこむ　（思込）　千二 Ii後／
おむひみる　（毘見）エー iiiiiii／iiiiii／お礼ひさだ≠る　（惑定）⑮i源2おもひさfジめがれし（兎・足難）形i源／
おむひめぐわ育　（思廻）　四 iii－3軒　iiiiii〆i　　　　　　　　　　　1おもひさだめがぬ（児定千嬉）千二1源11 おもひミ「欲す　O巳暖）　・ i源〃
おもひやす、らふ　（思休）四 i　i　i　i　i　2i　i／i　i　i　i　i　iおもひしづまゐ　（毘鍾） 四i源ムおもひしプむ・（竃沈）　● i源／9
















おもひわ人　（竃分づ　θ ／i　　i　　i　li　li　20i　　i　2i　i　　i　　i　　i　　i’　‘　’　ぐ　ぐ　　1　‘　　　　i　l おCひすます　（思ラ登）　頂 i源13おCひそふ　（思糸）●
???
おむひわする　（恩危）　千二 　　　　　　　l　　　　　l　l　liiiii5i／iiii－　i／おもひそふ　（思膓条）　千二 i源2おもひたがふ　（毘並り　下二i源［／










おし3・（毘）四・ 　　　　　　　　　1／2！i　十i／55i件i　6¢i2％8i2ま3i解シ亮2i　27り63i／／8i　46i％oおもひつ　（是出）　下二 i万7おもひつくろふ　（毘繕） 四i源1




























おゐ　（千）L二 8i　i20i十i　3i　65i　37i／4i　i3i　i　／i　2i　∫’　‘　’　’　’　’　’　”　　　　　i 　　　　　　　　　　1おもひほる （毘惚）千二 1源6　 　 　　　　 　　‘ おもひほれゐゐ（鶏惚居）上一i源／
おれ（乙） 　　　　　　　　　l　i　　　ll　l　l l　l　力21　1 ：　：　l　l　lI　　　’ 　　1　 　1　　 ‘　　　　1　　　1　　　、　　　1　 　、　　 v　　　叱　　　、 おCひまが、∫・　（思紛）　下二iラ原6おもひまぎらはす　（思紛）四i源2















































































































か（香） i／i　i　i　i62i／3i／i／oi／i23i　2i　i3’　’　”　　　　　1　’　i　l　i　l　i　l　　　　　　　　　　　1カ、　（蚊）　　　　　　　　　　　　　　　i才え2　　　　　　　　　　　1カ’（鹿） 　　　 　　 i万チ
か　（彼）① 　　　　…8i　／i／8i　i2i　95i　5i　6i　i　i　i　i3i　6η、（可）ヵ　　　　　　　　i徒1刀、あ　ε　　（青）　打多章力　　　　　　　　iフヲ2
が　（賀）ヵ ii5iii22ii2iiii2ii　　　　　　　　　　　｜力’いし’る　（入）四　　　　i靖1　　　　　　　　　　　1かいくくむ（掻含）ロ 　汲1
かい　（擢） i　i　i　i　i　’i　i　i　i　ili／i　i2カ、い　く も　る　　（曇）　ρ　　　　　　i曽角　／ η’いくらがる　（惨暗）ヴ　i穴1
かい　（戒）カ ／u／－i／iiiiiiii　　　　　　　　　　　｜かいぐり（掻栗）　　　　i蜻1η’いけプる（翻・D四　爪！
がい（害）カ ／i／iiiiiiiii－iかいこす　O蚕越）　ゆ　　　　　i源　／かいさぐる　（接採）四　　　i源1




つ、いなつ　（掻撫）下二 i－／一　／一　一　一　一’　’　’　’　”　　‘　’　”　　F　i　l かいつく　（書イ寸）下二　　蜥1　　　　　　　　　　　‘ かいつく　（イ寸）千二　　　　源／　　　　　　　　　　　1
⑲’いねり　（掻練） ：　：　：3：3：　613：2：　：　1　：　：　：1　　　　＄　　　　l　　　　l　　　　l　　　　　1　　　　‘　　　　l　　　　l　　　　l　　　　l　　　　I　　　　l 力、いつらぬ　（連）　千　二　　　　i伊　1カ、いつ　る　　（遠）　千　二　　　　　　iア角2
〔注〕①「刀’ぱヵ’「）」εふくむ・
